
資料②

評価 目標割合（％）

S 5 

A 80 

単位 B 15

目指そう値 C 0

令和４年 S 35

令和５年 A 60

令和６年 B 5

令和７年 C 0

S 10

A 85

B 5

C 0

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

404,582 452,513 433,173 460,570

17,417 13,580 15,390 15,543

79,812 82,545 84,900 82,502

基本目標 岸和田の次世代を育むまち 館の役割

個別目標 生涯にわたる能力づくりが進められ、活かされている 浪切ホール 優れた舞台芸術を地域住民に提供し、「地域の文化力」を高める事業展開を図る

自泉会館 建物の保存・継承とともに、市民が身近に文化・芸術にふれる機会を提供する

文化会館 地域住民の発表や創造の中核施設のほか、子どもたちの活動を支え、鑑賞や体験の機会を充実させる

A B

文化施設名 令和７年度の割合（％）

1.5

70.7

％ 回 26.8

30 3.0 1.0 

27.2 2.3 29.9

33.6 2.6 57.3

36.7 2.5 12.1

41.2 2.4 0.7

4.2

80.9

9.6

5.3

文化施設３館の入場者数

浪切ホール

自泉会館

文化会館

目指す目標
学習やスポーツ、芸術など多岐にわたる分野におい
て、すべての人が自らの個性を活かし、世帯間での
交流が図られている

成
果
の
達
成
度
を

測
る
指
標

この一年間に芸術・文化活動（コ
ンサートや演劇などの鑑賞を含
む）を行ったことがある市民の割
合

市民１人あたりの文化施設（会議
系諸室を除く）年間利用回数

浪切ホール

自泉会館

文化会館
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・目指そう値はクリア

・前年度数値を上回る

➢コロナ禍が明けて、市

　民の鑑賞活動等が復活　

　してきた

・目指そう値を下回る

・計画策定以降、目標値

　をクリアしてい　

　ない。

➢需要はコロナ禍前まで

　戻りつつあるものの、　

　来館習慣は回復してい

　ない

・入場率が低いと

「C」評価になりがち

（評価全体を下げる）

・自泉会館は、入場率、

お客様満足度が高い事

業が多い

浪切ホールの規模が大

きいため、施設利用人

数が指標に与える影響

も大きくなる。


